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クラブ活動                             学級活動（１）－ウ 

～議題：みんなで楽しめるクラブ活動の年間計画を立てよう！～ 

【ねらい】 

異年齢の子ども同士で合意形成を図りながら，一年間の活動計画を決めることで，自主的，

実践的に協力して取り組む態度を養うことができるようにする。 

【学級会ノート】                       ４月２５日（水）６時間目 

 
【写真①：板書】 

 

【自分の考え】

【理由】

黒板

【理由】

【自分の考え】

【理由】

≪キーワード≫ 〇みんなでできる　〇楽しめる　　〇工夫することができる

決まっていること
〇自分たちで進められる活動を８時間。
〇地域の方といっしょに活動できる時間を３時間。
〇どの日にどの活動をするかは，先生方で考えます。

黒板

【自分の考え】

議
ぎ

　題
だい

みんなで楽しめるクラブ活動の年間計画を立てよう！

　クラブ活動とは，３～６年生が協力し合いながら自主的に進めていく活動で
す。ですが，これまでは先生方が中心となって進めていました。そこで，日頃
活発に学校生活をがんばっているみなさんに，クラブ活動を自分たちで楽し
めるように工夫しながら進めていってもらいたいと思っています。また，地
域の方々にも協力をお願いして，普段学校生活で学ぶことができないような活
動にもチャレンジしてもらいたいと考えています。自分たちで計画を立て，協
力し合いながらできる活動を計画してください。

提案
ていあん

理由
りゆう

              先生

めあて 時間を守って，進んで自分の考えを発表しよう。

司会
しかい

グループ

話し合うこと

【話し合うこと①】
自分たちで進められる
活動はどれがいいか

（二つ選ぶ）

【話し合うこと②】
地域の方々といっしょ
に活動できる活動はど

れがいいか
（一つ選ぶ）

自分の考え（理由もしっかりと書く）

司会 副司会
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☆ 事前に子どもの目的意識を高めるための工夫 

 ・校内放送での意見の周知 

 ・活動内容例の学校掲示・子どもへ配付（写真②） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ よりよい合意形成を図るための基本的な学習過程 

 〇 話し合うこと①「自分たちですすめる活動は何がいいか」（20 分） 

  ・「出し合う」タイム（５分） 

   ① 出されている意見以外の活動を発表させた。 

   ② 分からない活動内容について質問をさせた。 

  ・「比べ合う」タイム（10 分） 

   ① キーワードを基に，賛成意見を発表させた。 

  ・「まとめる」タイム（５分） 

   ① キーワードが多かったり，キーワードが三つ 

揃っていたりする意見を一つずつ決めさせた。 

   ② 心配なことがあれば発表させ,改善のアイデア 

が出された場合は，決めることにした。 

 〇 話し合うこと②「地域の方々に協力してもらってする活動は何がいいか」（15 分） 

  ＊話し合うこと①と同じ学習過程で実施した。 

指導のワンポイント 

 
〇 建設的な話合い活動にするための工夫 

 ① キーワードの活用 

  ＊キーワードとは，提案理由に含まれているもっとも大切にしたい言葉のこと。 

 ② 賛成意見からの発表 

  ・肯定的な雰囲気の中で話合いを進めることができる。 

 ③ 批判的な考えの後のアイデア 

  ・各教科等で学んだ資質・能力や見方・考え方などを総合的に働かせながら新たな考え

を導き出すことで，深い学びへとつながる。 

アドバイス 

 
【写真②：クラブ活動の内容例】 

 活動の幅を広げて展開していくため

に，地域と連携・協力することにした。 

 
【写真③：基本的な学習過程の板書】 


